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社
会
的
企
革
 
「
社
会
 
野
摘
【
紺
H
 
 

と
い
う
用
語
は
、
欧
州
で
9
0
 
 

年
代
初
め
か
ら
使
わ
れ
始
め
 
 

た
が
、
統
一
さ
れ
た
定
兼
は
 
 

ま
だ
な
い
。
一
般
的
に
は
、
 
 

地
域
祉
会
に
パ
献
す
る
と
い
 
 

う
目
的
を
塵
犯
し
て
利
益
は
 
 

社
会
の
た
め
に
な
る
車
異
に
 
 

再
び
捜
印
し
、
従
来
の
ほ
■
－
り
 
 

欧州に「社会的企業」   
憧最票  
200d  

「
小
さ
な
政
肘
」
と
手
折
い
公
地
ハ
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
耐
立
さ
 
失
業
中
の
謂
れ
や
障
H
れ
の
一
仙
川
と
い
っ
た
社
会
的
な
‖
的
を
 
 

せ
る
か
－
そ
の
禦
讐
壷
く
カ
ギ
と
し
て
英
国
の
労
働
党
此
 
優
先
さ
せ
つ
つ
、
弔
Ⅵ
と
し
て
の
成
功
も
め
ざ
す
。
欧
州
で
急
 
 

樺
が
即
を
眠
る
の
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
 
選
に
台
頭
し
、
格
差
祉
会
の
行
き
過
ぎ
を
日
日
す
る
役
州
も
用
 
 

（
社
会
的
企
警
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
瑚
英
仏
だ
u
 
持
さ
れ
て
い
る
。
 
 

ロ
ン
ド
ン
東
部
イ
ー
ス
ト
 
 

エ
ン
ド
。
か
つ
て
は
犯
罪
の
 
 

狼
と
い
わ
れ
た
広
場
に
ソ
葎
 
 

前
、
醗
〓
の
死
闘
を
行
く
レ
 
 

ス
ト
ラ
ン
「
ホ
ッ
ク
ス
ト
ン
 
 

・
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
」
が
オ
 
 

ー
プ
ン
し
た
。
締
付
す
る
の
 
 

は
、
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
に
若
 
 

草
b
の
教
円
訓
練
小
栗
を
展
 
 

開
す
る
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
 
 

フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
」
。
急
成
 
 

長
小
の
社
会
的
企
業
だ
。
 
 
 

「
カ
ネ
を
稼
ぐ
だ
け
で
は
 
 

物
足
り
な
い
。
頼
も
臍
げ
ら
 
 

れ
た
人
び
と
に
利
益
を
還
元
 
 

す
る
た
め
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
 
 

ス
を
広
め
た
い
J
 
 
 

ゴ
ー
ド
ン
・
ダ
シ
ル
バ
祉
 
 

セ
ク
タ
ー
の
枠
を
は
み
出
 
 

す
。
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
協
 
 

同
組
〈
‥
な
ど
非
椚
利
セ
ク
タ
 
 

ー
に
も
収
琴
b
な
い
。
桝
利
 
 

企
業
と
同
様
に
新
し
い
ビ
ジ
 
 

ネ
ス
の
手
法
や
朋
域
を
闇
拓
 
 

し
、
利
益
を
求
め
る
か
ら
 
 

だ
。
師
H
れ
や
ホ
ー
ム
レ
ス
 
 

レ
ス
ト
ラ
ン
、
失
業
者
雇
う
 
 

「
稼
ぐ
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
」
 
 

艮
は
、
官
民
一
体
の
地
域
扉
 
 

用
軍
守
考
ぇ
た
。
同
と
臼
治
 
 

体
の
柑
政
文
授
で
肘
公
正
小
 
 

学
校
を
㈹
業
剖
紬
施
混
に
改
 
 

装
。
失
業
小
の
粥
」
¶
や
ホ
ー
 
 

ム
レ
ス
を
対
故
に
半
拝
聞
、
 
 

飲
食
業
の
胡
桃
を
昭
ね
、
数
 
 

人
を
1
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
 
 

問
い
、
他
は
飲
食
業
の
仕
叫
 
 

を
紹
介
す
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
 
 

の
利
益
は
施
設
週
曽
に
再
投
 
 

資
し
、
国
な
ど
の
支
援
に
捕
 
 

ら
な
い
で
活
動
し
て
い
る
。
 
 
 

昨
年
1
印
附
で
約
1
7
0
 
 

0
人
が
訓
緋
を
修
了
。
多
く
 
 

が
同
課
足
の
職
業
賢
楕
を
得
 
 

て
、
8
和
が
俄
に
就
い
た
。
 
 
 

レ
ス
ト
ラ
ン
の
カ
ウ
ン
タ
 
 

を
糾
い
入
れ
た
り
、
医
附
や
 
 

軟
膏
㍍
ど
公
共
性
の
㍍
い
サ
 
 

ー
ビ
ス
を
叫
異
化
し
た
り
 
 

し
、
周
や
地
力
〓
治
休
の
よ
 
 

う
な
役
掴
も
担
う
。
 
 
 

欧
州
で
は
非
情
利
組
織
 
 

（
N
P
O
）
や
有
限
会
祉
、
協
 
 

同
租
〈
［
な
ど
の
形
で
桁
劫
す
 
 

る
例
が
多
い
。
 
 

伊・スペインでも急増   

教
閂
機
〈
だ
点
ま
れ
す
、
俄
に
拙
け
な
 
 

い
苦
れ
や
柏
里
‥
れ
を
扉
い
入
れ
る
社
会
的
 
 

企
業
は
、
欧
州
缶
用
で
急
増
し
て
い
る
。
 
 

イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
期
酢
ホ
昆
 
 

の
困
や
地
方
H
治
休
の
役
渕
を
補
兄
甘
る
 
 

た
め
、
巨
大
な
協
同
机
古
‥
が
発
通
し
、
企
 
 

業
化
し
て
い
る
例
も
円
立
つ
。
 
 
 

た
だ
、
英
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
利
益
 
 

金
祉
や
イ
タ
リ
ア
の
「
社
会
的
協
同
組
 
 

合
」
の
よ
う
に
、
社
会
的
企
業
に
溝
川
す
 
 

る
法
人
楕
を
設
け
た
同
は
ま
だ
限
ら
れ
て
 
 

（
ロ
ン
ド
ン
＝
稲
川
‖
司
）
 
 

辻
し
て
く
れ
た
‘
カ
二
こ
い
 
 

い
店
だ
し
、
粁
料
も
ま
あ
ま
 
 

あ
」
と
削
婁
て
う
だ
。
 
 
 

保
守
党
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
 
 

椰
時
代
に
炭
鉱
の
刷
山
が
相
 
 

次
ぎ
、
失
業
れ
が
中
小
れ
た
 
 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
方
は
社
 
 

会
的
企
業
い
先
進
地
だ
。
 
 

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
を
拠
｛
…
と
 
 

す
る
企
業
根
川
「
フ
ォ
ー
ス
 
 

セ
ク
タ
ー
」
は
精
神
を
堪
つ
 
 

人
た
ち
を
叩
門
に
吊
っ
て
い
 
 

る
。
観
光
業
界
か
ら
鍵
揖
宿
 
 

泊
地
設
に
選
ば
れ
た
m
級
ホ
 
 

テ
ル
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
 
 

ラ
グ
ビ
ー
代
衣
チ
ー
ム
叩
屈
 
 

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会
祉
な
ど
 
 

丑
墨
若
頭
明
近
く
熊
村
 
 

リ
サ
イ
ク
ル
に
も
過
日
す
る
 
 

予
定
で
、
来
年
中
に
9
叫
業
 
 

に
拡
大
す
る
計
画
だ
。
 
 
 

教
師
だ
っ
た
ケ
ビ
ン
・
ロ
 
 

ビ
Ⅰ
祉
艮
は
「
閏
利
焼
死
の
 
 

一
般
介
業
と
逆
に
、
で
き
る
 
 

だ
け
多
く
の
人
を
朋
い
、
高
 
 

い
給
与
を
支
払
う
た
め
粥
力
 
 

し
て
い
る
」
と
強
調
。
同
な
 
 

ど
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
 
 

こ
と
に
一
般
企
業
な
ど
か
ら
 
 

批
判
が
あ
る
が
、
「
入
院
の
 
 

可
偶
性
が
力
‥
…
い
人
々
に
働
い
 
 

て
も
ら
い
、
結
果
と
し
て
社
 
 

会
保
障
門
の
節
減
に
貢
献
し
 
 

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ホ
ッ
ク
ス
ト
 
 

ン
・
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
」
の
 
 

椚
理
室
か
ら
料
理
を
班
び
出
 
 

す
元
訓
練
生
＝
ロ
ン
ド
ン
 
 

で
、
稲
田
写
す
 
 

法整備が課題に  

い
る
。
 
 
 

欧
州
の
社
会
的
企
業
に
許
し
い
イ
タ
リ
 
 

ア
・
ト
レ
ン
ト
大
学
締
蘭
学
郡
の
カ
ル
 
 

ロ
・
ボ
ザ
ル
ガ
教
授
は
「
少
子
高
齢
化
に
 
 

伴
い
地
域
尖
m
や
年
齢
に
応
じ
た
多
様
 
 

で
き
め
細
か
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
 
 

れ
る
。
社
会
的
企
業
は
そ
の
担
い
手
と
し
 
 

て
期
待
で
き
る
。
同
は
こ
の
椰
の
金
武
 
 

を
規
定
す
る
法
人
格
を
儲
け
、
括
動
し
や
 
 

す
い
誓
等
撃
去
ペ
き
だ
」
と
折
柄
す
 
 

る
。
 
 

て
い
ぞ
」
と
反
鹿
骨
き
 

迎
椚
m
d
E
の
6
0
～
8
0
％
が
 
 

耶
署
収
入
。
残
り
は
闇
な
ど
 
 

の
神
仙
重
い
」
ま
か
な
う
。
エ
 
 

ブ
レ
ア
労
働
党
政
柵
が
誕
 
 

生
し
た
9
7
年
、
失
業
率
は
l
可
 
 

視
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
箕
 
 

前
の
差
は
「
戦
後
最
悪
」
と
 
 

言
わ
れ
る
状
態
だ
っ
た
。
そ
 
 

こ
で
所
得
格
擢
の
桁
小
と
公
 
 

共
サ
ー
ビ
ス
の
充
畏
を
打
ち
 
 

出
し
た
が
、
限
ら
れ
た
財
鋸
 
 

の
な
か
で
ど
う
す
る
か
。
サ
 
 

ッ
チ
ャ
I
時
代
に
疲
弊
し
た
 
 

隋
択
、
数
行
、
住
宅
な
ど
の
 
 

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す
る
 
 

役
捌
を
果
た
し
始
め
て
い
た
 
 

社
会
的
企
業
に
椚
‖
し
た
。
 
 
 

0
1
年
1
0
月
、
餌
易
躇
誹
れ
 
 

に
「
社
会
的
介
業
〓
」
を
設
 
 

問
。
陀
印
に
は
軸
H
‖
「
祉
 
 

地域社会再生へ法人格新設  

英労働党が推進  
金
的
企
業
・
成
功
の
た
め
の
 
 

概
略
」
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
 
 

担
い
手
と
し
て
の
お
咽
‖
き
 
 

を
尊
兄
た
。
．
「
魅
刀
は
利
益
 
 

を
協
同
剤
l
∧
‖
の
よ
う
に
公
の
 
 

た
め
に
噂
つ
パ
…
。
行
政
に
依
 
 

存
せ
ず
、
自
分
た
ち
で
社
会
 
 

を
琴
見
た
い
と
い
う
世
倫
の
 
 

反
映
な
の
で
す
」
と
、
ア
ラ
 
 

ン
・
マ
イ
ケ
ル
朗
外
相
（
社
 
 

会
的
企
異
相
当
）
は
那
…
る
。
 
 
 

作
律
7
月
、
社
会
的
企
業
 
 

を
地
域
祉
（
詞
生
の
過
鮎
刑
 
 

と
位
閏
づ
け
よ
う
と
「
コ
ミ
 
 

ュ
ニ
テ
ィ
ー
利
益
金
祉
（
C
 
 

I
C
〓
と
い
う
法
人
格
が
 
 

新
赦
さ
れ
た
。
す
で
に
約
2
 
 

2
0
杜
が
発
足
し
て
い
る
。
 
 
 

丘
陵
地
に
風
力
発
梢
機
を
 
 

建
て
て
地
域
に
安
い
神
岨
力
を
 
 

供
給
し
た
り
Y
地
域
の
医
細
 
 

ら
が
博
聞
外
診
択
を
担
う
企
 
 

燕
を
撃
」
し
た
り
、
活
動
の
 
 

領
域
は
広
が
っ
て
い
る
。
 
 
 

常
易
裡
業
れ
は
、
国
内
で
 
 

精
励
す
る
社
〈
崗
企
業
は
1
 
 

万
5
千
社
を
攣
八
、
約
8
0
万
 
 

人
分
の
綱
川
の
受
け
m
と
な
 
 

っ
て
い
る
と
兄
椚
も
る
。
型
 
 

押
印
休
「
社
会
的
企
基
地
 
 

合
」
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ブ
ラ
 
 

ン
ド
代
表
は
「
新
事
業
で
扉
 
 

用
を
創
出
す
る
企
業
も
増
 
 

え
、
同
が
独
占
し
て
き
た
医
 
 

按
分
野
な
ど
に
も
進
出
し
て
 
 

い
る
。
2
1
世
紀
の
ビ
ジ
ネ
ス
 
 

モ
デ
ル
だ
」
と
胸
を
撃
雪
 
 
 

ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
と
す
る
 
 

祉
会
杓
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
 
 

ク
C
A
N
の
ア
デ
ル
・
ブ
ラ
 
 

ッ
ク
パ
ー
ン
代
表
は
「
閏
利
 
 

企
業
も
社
会
的
＝
‖
圧
を
求
め
 
 

る
時
代
。
公
挙
ぜ
健
犯
し
て
 
 

き
た
我
々
と
昭
利
企
業
の
卑
 
 

門
性
を
融
合
さ
せ
る
好
機
が
 
 

溺
れ
て
い
る
」
と
訳
す
ユ
 
 

デ
ィ
、
ノ
ハ
一
つ
に
住
む
押
迂
J
 
 

千
人
の
似
れ
の
う
ち
、
d
社
 
 

で
1
5
0
～
2
0
0
人
の
受
 
 

け
皿
と
な
っ
て
い
る
。
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